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上顎洞原発LpT)悪性りンべ瞳 (Ml,)の 1例を経験 したの

で報告する.症例は71歳の男性.1993年2月下旬より

左側卜顎小口歯部iこ違和感出現し､3､二31左側項部及び

上顎歯肉〔f)腫脹を主訴に当科初診.[二】腔外所見では左側

蟻部iこ弾性硬の腫脹を認札 f7TT.成 りンべ節には腫大il認

めt､っ木で.u蛙内所見では左側上習糾 ＼臼歯部に弾性軟の

全身検索tT)結果.悪性 】Iン･ぺ睦 (di帆lSe1.ypq St瑠eⅢEl

の診断にて Cr･･･JOP噂法施行 し, ､一次寵解 した.1994年

1)月中句より再度左側 上顎歯内部iこ再発ろ:認めたたれ

CHOP,proMACtl:･････････eytLII30h･:1,及び放射線療法 Ltota1

中旬より全身状態悪化 し.DHAP 療法施行するも奏効

せ-こ｢.1995年 2f=18F_J争E;亡.

B-3)乳腺原発悪性 リンパ腫 の診断および治

療

･･･-当紺 こおけ る 7症 例く･こついての報
土L-
[コ

:･･ ･ '.- :､ (. ･･一 ∴ :

乳腺原発の悪性 リソバ腰は稀な疾患である.診断およ

び治療法が末確 立とされるが,当村でLf)経験を報告する.

1984年 1月-95年6月の乳腺原発の悪性度療総数は

1.66JI例∴替佐 りンぺ陣は7例 u).上lO･61であった.触

診および画像 卜では乳癌 との鑑別は不可能であり. 1例

は穿刺細胞診, 5例は生検によrp).残る 1例は限治手術

後に確定診断を得た.両胸筋温存乳房切除術が5例.定

型的乳房切除術が 1†札 頚部 リンパ節瞳脹ヰ)認めた 1例

には生検のふ施行された. 6例に術後化学墳法が施行さ

れた.術後 2年以内に3例が死亡 (自血化 癌性髄膜炎

が各 1例,骨盤腔の睡魔形成が 1例).他病死の 1例を

除 く二∋例は術後最長11年 5カ月生存中である.

悪性 りンバ陸は乳腺原発とい,-tと:も全身疾患cT)1表現

型と考え,外科的には瞳噛摘,Ll.I.杯fL])ムと し,化学療法.

放射線療法等の集学的な治療をおこなう必要があると思

わItた.

B-射 甲状腺原発悪性 りンぺ瞳18例の臨床的

検討
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当院で扱一一〕た悪性甲状腺腫は478例あり,そC')内,甲

状腺原発悪性 りン′く膝は18f札 3.80｡を占めていた.組

織羊的病型分頓では,folliculal･､medium l帆 diffuse,

small3例,diffusem(I,･dium 2例,diffLlSelargell

例 ,mlrkittl例である.性差は男性 7帆 女性11例で.

年齢は58-,89歳,平均 72.9歳であった. 5年累簡牛存

率は55.39/｡で 1987年目前LT)5年生存率 (n-91は33.3

Q･OであるLT)に比 し,1988年移行 い1-9)は88.990と良

かった血生存率より予後監関与する因子をみると∴手術

施行例〔リ F:一施行例は全 く差はなく.腫癖が大きいもL.り,

LI)H L')高いもL'),症状発現かi＼-受診まで 1カ月以_._.Lを

要 したものが予後不良であ-､た.診断では US 施行例

7例全例,悪性と診断 し.ABC施行例10例中 9例は L,''

ラス＼J∴哲性 -]ンべ腫上診断できた.r結論J甲状腺悪

性 ljン,(搾Lり予後は,いかに早 く診断 し,化学療法を開

で,診断可能である.

B-5)泌尿性器悪性 りンべ瞳症 例 の経 験
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泌尿性器腫壕を主症状とした悪性 rIンべ腫(･Jl9何日 楕

巣6例,精巣上体および腎 l例 .腎 1例 ,腎孟 1例)を

経験 した.精巣陸張をきたした6例は44-･77歳 (平均63.5

歳Iで.このうt_)5例は病期 Ill:でいずれ も精巣摘除

術後に化学療法を行い,4例は4.-8年 NED, 1例は

他因死であ･-､た.病期Ⅳの 1例は2年 7月で癌死 した.

左精巣上体の腫脹 した症例 (63歳)は CTにて左腎に

も腫壕を認めたが,精巣摘除後LT)化学療法iこより CR と

なり, 2年経過 した.腎腫壕の 1例 (40歳,女)は傍大

動脈 日ソべ節腫大を伴 う病斯Ⅳで,腎摘除手術後の化学

療法にて CR となり,5年生存【丸 腎孟陸揚の 1例 (40

鼠 男)は腸管に浸潤 (腸粘膜生検iこて診断) しており.

化学療法後に腎摘除術を行い.現在まで 6年生存中であ

る.


